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八
月
十
日
に
高
知
県
へ
上
陸
し
た
台
風
十
一
号

は
、
各
地
に
大
量
の
雨
を
降
ら
せ
て
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風
の
影
響
で
当
市

に
は
高
温
の
強
風
が
吹
き
、
市
内
東
部
の
水
稲
を

中
心
と
し
た
農
作
物
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
こ

の
災
害
に
関
し
て
、
九
月
定
例
会
初
日
に
議
員
が

提
出
し
た「
早
急
な
農
業
者
支
援
に
関
す
る
決
議
」

は
即
日
可
決
さ
れ
、
最
終
日
に
は
、
当
局
が
追
加

提
出
し
た
台
風
被
害
に
よ
る
農
業
者
支
援
の
た
め

の
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
三
月
臨
時
会
で
議
員
か
ら
提
案
さ
れ
た

「
発
議
第
二
号 

五
泉
市
下
水
道
事
業
受
益
者
負

担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
」
は
、
建
設
産
業
常
任
委
員
会
の
継

続
審
査
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
局
は

今
定
例
会
に
発
議
第
二
号
の
代
替
案
で
あ
る
議
第

六
十
号
を
提
出
し
、
議
会
は
こ
れ
を
可
決
し
ま
し

た
。
こ
の
た
め
発
議
第
二
号
は
、「
一
度
議
決
し

た
議
案
と
同
主
旨
同
内
容
の
議
案
は
、
そ
の
会
期

中
に
再
び
審
議
し
な
い
。」
と
い
う
議
会
運
営
の

原
則
に
従
い
、
議
決
不
要
と
い
う
結
果
に
な
り
ま

し
た
。

議
長
室
か
ら

議
　
長

　
林
　
　
　
茂
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五泉市議会だより　第29号

　第５回９月定例会は、９月３日から26日までを会期として開催し、条例の一部改正や各会計の平成26年度補
正予算、平成25年度決算などについて慎重審議の結果、次のとおり議決しました。
　なお、建設産業常任委員会に付託して継続審査となっていた「発議第２号 五泉市下水道事業受益者負担に関
する条例の一部を改正する条例の制定について」は、同主旨の市長提出議案である「議第60号 五泉市下水道事
業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例の制定について」が可決されたため、一事不再議の原則（注）に
より、議決不要となりました。
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提
出
者

審　　議　　案　　件
審査した 
委員会 

※1

議決 
結果

概　　　　　　　　　　　　　　要

市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議第53号
専決処分の報告承認について

〔平成26年度五泉市一般会計補正予算
（第５号）〕

承認

既決予算総額に54万３千円を追加し、歳入歳出予算総額を240億4,610万３
千円とするものです。歳入は諸収入で損害共済金。歳出は本町６丁目大火
により被災した建物が、台風８号の接近により歩行者や近隣住宅等へ被害
を及ぼさないようにするための応急対策委託料等です。

議第54号
専決処分の報告承認について

〔平成26年度五泉市一般会計補正予算
（第６号）〕

承認

既決予算総額に70万円を追加し、歳入歳出予算総額を240億4,680万３千円
とするものです。歳入は市債で、林業施設災害復旧事業費充当債です。歳
出は７月９日未明からの豪雨により被害を受けた、農地及び林業施設等を
応急復旧するための追加です。

議第55号
専決処分の報告承認について

〔平成26年度五泉市簡易水道事業特別会
計補正予算（第１号）〕

承認
既決予算総額に70万円を追加し、歳入歳出予算総額を10億8,692万９千円
とするものです。歳入は一般会計からの繰入金で、歳出は７月９日未明か
らの豪雨により被害を受けた施設の修繕料及び土砂撤去委託料です。

議第56号
五泉市税条例の一部を改正する条例の
制定について

総務文教 可決
地方税法の一部を改正する法律の施行に伴い、法人市民税の法人税割と軽
自動車税の税率の改正、及び軽自動車税の特例措置等の規定について改正
を行うものです。

議第57号
五泉市家庭的保育事業等の設備及び運営に
関する基準を定める条例の制定について

市民厚生 可決
児童福祉法の改正に伴い、新たに五泉市家庭的保育事業等の設備及び運営
に関する基準について必要な事項を規定するものです。

議第58号
五泉市特定教育・保育施設及び特定地
域型保育事業の運営に関する基準を定
める条例の制定について

市民厚生 可決
子ども・子育て支援法の制定に伴い、新たに五泉市特定教育・保育施設及
び特定地域型保育事業の運営に関する基準について必要な事項を規定する
ものです。

議第59号
五泉市放課後児童健全育成事業の設備
及び運営に関する基準を定める条例の
制定について

市民厚生 可決
児童福祉法の改正に伴い、新たに五泉市放課後児童健全育成事業の設備及
び運営に関する基準について必要な事項を規定するものです。

議第60号
五泉市下水道事業受益者負担に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

建設産業 可決
受益者が個人かつ居住用に使用している土地について、1,000㎡を超える
部分にかかる受益者負担金の徴収を猶予することができるように規定する
ものです。

議第61号
五泉市学校給食センター条例を廃止す
る条例の制定について

総務文教 可決
平成27年度から全ての学校で自校方式の給食を実施することができるた
め、平成26年度をもって五泉市学校給食センターを廃止するものです。

議第62号
五泉市学校給食給食費徴収条例を廃止
する条例の制定について

総務文教 可決
五泉市学校給食センターを廃止することに伴い、給食費の徴収条例を廃止
するものです。

議第63号
平成26年度五泉市一般会計補正予算

（第７号）

総務文教 
市民厚生 
建設産業

可決

既決予算総額に８億7,792万２千円を追加し、歳入歳出予算総額を249億
2,472万５千円とするものです。歳入の主なものは市税及び繰越金、がん
ばる地域交付金の追加と普通交付税の減額などです。歳出の主なものは、
がんばる地域交付金事業、ファミリー住まいる住宅取得補助金、ワクチン
の接種費用及び被災者住宅支援事業補助金の追加などです。

(注)　一事不再議の原則：議会で一度議決した案件と同じ主旨・内容の案件については、その会期中に再び審議しないことを「一事不再議の原則」といいます。		
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提
出
者

審　　議　　案　　件
審査した 
委員会 

※1

議決 
結果

概　　　　　　　　　　　　　　要

市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議第64号
平成26年度
五泉市国民健康保険特別会計補正予算

（第２号）
市民厚生 可決

既決予算総額に7,976万５千円を追加し、歳入歳出予算総額を62億9,346
万６千円とするものです。歳入の補正は、過年度分の精算による国県支出
金及び一般会計繰入金の加減と繰越金額確定による追加です。歳出の主な
ものは、金額の確定による後期高齢者支援金等、前期高齢者納付金等、国
等への負担金等の返還金などです。

議第65号
平成26年度
五泉市介護保険特別会計補正予算

（第２号）
市民厚生 可決

既決予算総額に6,822万６千円を追加し、歳入歳出予算総額を60億798万７千
円とするものです。歳入の主なものは、繰越金の確定等による追加と財政
安定化基金借入金の減額です。歳出の主なものは、地域支援事業費 と包
括的支援事業・任意事業費の追加と、平成25年度分の確定による償還金と
繰出金の追加などです。

議第66号
平成26年度
五泉市下水道事業特別会計補正予算

（第２号）
建設産業 可決

既決予算総額に551万円を追加し、歳入歳出予算総額を37億1,699万６千円
とするものです。歳入は一般会計繰入金の追加と消費税・地方消費税の確
定申告に伴う諸収入の減額です。歳出の主なものは消費税・地方消費税の
追加と修繕料の追加などです。

議第67号
平成26年度
五泉市簡易水道事業特別会計補正予算

（第２号）
建設産業 可決

既決予算総額に470万円を追加し、歳入歳出予算総額を10億9,162万９千円
とするものです。歳入の主なものは他会計工事負担金と雑入の工作物移転料
の追加です。歳出は配水管布設替工事費および消火栓取替工事費の追加です。

議第68号
平成26年度五泉市川東財産区一般会計
補正予算（第１号）

建設産業 可決
既決予算総額に１万２千円を追加し、歳入歳出予算総額を396万円とするもので
す。歳入は平成25年度繰越金の確定による追加であり、歳出は予備費の追加です。

議第69号
平成26年度
五泉市後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）
市民厚生 可決

既決予算総額に1,018万３千円を追加し、歳入歳出予算総額を４億8,264万１千
円とするものです。歳入は金額が確定したことによる繰越金の追加で、歳
出は出納整理期間における前年度保険料徴収分の後期高齢者医療広域連合
納付金の追加と、精算に伴う一般会計への繰出金の追加等です。

議第70号
平成25年度
五泉市水道事業剰余金の処分について

決算審査 可決
平成25年度未処分利益剰余金２億486万3,979円について、1,100万円を企
業債償還のための減債積立金に積立て、１億9,386万3,979円を建設改良積
立金に積立てるものです。

議第71号
平成26年度
五泉市水道事業会計補正予算（第２号）

建設産業 可決

収益的収支の支出予定額に、システムコード等変換委託料10万８千円を追
加するものです。また、資本的収支の収入に消火栓整備等工事の他会計負
担金284万４千円を追加し、支出には消火栓整備等工事など347万９千円を
追加するものです。

議第72号
平成26年度
五泉市一般会計補正予算（第８号）

可決

既決予算総額に11万３千円を追加し、歳入歳出予算総額を249億2,483万８千
円とするものです。歳入の県支出金は農林水産業振興資金利子補給補助金
の追加です。歳出は、台風11号の被害等により収入が減少した農業者に対
する資金融資及び信用保証料の支援に要する費用の追加と、予備費の収支
調整の減額です。

認定第１号
平成25年度五泉市一般会計歳入歳出決
算の認定について

決算審査 認定

　　７～８ページをご参照ください。

認定第２号
平成25年度五泉市国民健康保険特別会
計歳入歳出決算の認定について

決算審査 認定

認定第３号
平成25年度五泉市介護保険特別会計歳
入歳出決算の認定について

決算審査 認定

認定第４号
平成25年度五泉市下水道事業特別会計
歳入歳出決算の認定について

決算審査 認定

認定第５号
平成25年度五泉市簡易水道事業特別会
計歳入歳出決算の認定について

決算審査 認定

認定第６号
平成25年度五泉市川東財産区一般会計
歳入歳出決算の認定について

決算審査 認定

認定第７号
平成25年度五泉市後期高齢者医療特別
会計歳入歳出決算の認定について

決算審査 認定

認定第８号
平成25年度五泉市水道事業会計決算の
認定について

決算審査 認定

請
　
　
願

請願第５
「学費と教育条件の公私間格差是正にむ
け、私立高等学校への私学助成の増額・
拡充を求める意見書」の採択に関する請願

総務文教 採択
「学費と教育条件の公私間格差是正にむけ、私立高等学校への私学助成の
増額・拡充を求める意見書」を採択のうえ、関係機関へ意見書を送付する
よう求めるものです。

請願第６
政府による緊急の過剰米処理を求める
請願

建設産業 採択
米の備蓄過剰基調が米価下落を招き、農業経営支援が縮小するなか、米価の暴落
が懸念されている。このため、緊急に過剰米処理を行って米の需給と価格の安定
をはかるよう求める意見書を、政府関係機関に提出するよう請願するものです。

議
　
　
　
員

発議第９号
自然災害による農作物被害に対する早
急な農業者支援に関する決議

可決
農家経営が厳しい状況に置かれているなか、台風の影響によるフェーン現
象により大規模な農作物被害が発生した。農家経営が危機に直面している
ため、早急な農業者支援の実施を求めるものです。

発議第10号 決算審査方法に関する動議 否決
平成25年度の決算審査について、特別委員会を設置して付託をするという
方法ではなく、各常任委員会で審査することを求めるものです。

発議第11号
学費と教育条件の公私間格差是正にむ
け、私学助成の増額・拡充を国に求め
る意見書の提出について

可決
学費と教育条件の公私間格差是正にむけ、国に対して、私立高校生への就
学支援金制度の拡充と、私立高校への経常費助成を増額・拡充するよう求
める意見書を提出するものです。

発議第12号
学費と教育条件の公私間格差是正にむ
け、私学助成の増額・拡充を県に求め
る意見書の提出について

可決
学費と教育条件の公私間格差是正にむけ、県に対して、私立高校生への県
独自の学費軽減制度の拡充と、私立高校への経常費助成を増額・拡充する
よう求める意見書を提出するものです。

発議第13号
政府による緊急の過剰米処理を求める
意見書の提出について

可決
米の需給と価格の安定をはかるため、緊急に過剰米処理を行うよう求める
意見書を提出するものです。

発議第14号
来年10月からの消費税10％増税の中止
を求める意見書の提出について

可決
今年４月の消費税率の引き上げが個人消費や国内総生産に大きな影響を及ぼし
て、この反動は７月になっても回復傾向にない。今以上の景気悪化を防ぐため、
来年10月からの消費税増税を中止するよう求める意見書を提出するものです。

※１　総務文教：総務文教常任委員会，市民厚生：市民厚生常任委員会，建設産業：建設産業常任委員会，決算審査：決算審査特別委員会
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（◎委員長　○副委員長）

も
あ
り
ま
す
が
、
天
候
に
よ
っ
て
も
音
の
伝
わ
り
が
変
わ
る
な

ど
百
パ
ー
セ
ン
ト
解
決
す
る
も
の
が
な
い
と
い
う
の
が
現
実
で

あ
り
ま
す
。
苦
情
や
ご
相
談
を
い
た
だ
い
た
と
き
は
現
場
を
確

認
し
な
が
ら
対
応
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
被
災
者
住
宅
支
援
事
業
補
助
金
二
百
十
二
万
五
千
円

に
関
連
し
て
、
算
出
根
拠
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

本
町
六
丁
目
の
火
災
で
の
被
災
者
八
世
帯
、
吉
沢
一
丁
目
の

火
災
が
一
世
帯
と
い
う
こ
と
で
、
月
額
二
万
五
千
円
を
上
限
と

し
て
来
年
三
月
分
ま
で
を
見
込
み
ま
し
た
。
最
長
十
二
カ
月
と

い
う
こ
と
で
、
四
月
以
降
は
新
年
度
予
算
で
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
本
町
、
吉
沢
の
火
災
よ
り
以
前
の
被
災
者
に
つ
い

て
、
適
用
の
さ
か
の
ぼ
り
は
ど
れ
く
ら
い
か
と
、
た
だ
し
た
と

こ
ろ
、

　

六
月
議
会
で
の
決
議
を
受
け
ま
し
て
六
月
の
火
災
の
被
災
者

か
ら
を
対
象
と
考
え
て
い
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
企
画
政
策
課
所
管
の
質
疑
の
中
で
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
住

ま
い
る
住
宅
取
得
補
助
金
二
千
五
百
九
十
万
円
に
関
連
し
て
、

六
十
五
件
の
申
し
込
み
ま
た
は
相
談
が
あ
る
と
の
説
明
に
対
し

て
、

　

県
外
か
ら
の
申
請
者
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
、
と
た
だ
し
た

と
こ
ろ
、

　

市
外
か
ら
の
申
請
者
は
三
件
で
、
う
ち
県
外
は
一
件
で
す
。

相
談
ま
で
含
め
た
件
数
で
は
六
十
五
件
の
う
ち
十
二
件
が
転
入

の
方
で
あ
り
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
市
内
業
者
を
活
用
す
る
な
ど
の
条
件
を
満
た
し
て

上
限
最
高
額
で
の
申
請
の
割
合
は
ど
れ
く
ら
い
か
、
と
た
だ
し

た
と
こ
ろ
、

　

市
内
業
者
を
活
用
さ
れ
た
い
方
が
約
五
割
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
が
請
け
負
っ
て
も
、
そ
の
う
ち
の
七
割

以
上
の
施
工
を
市
内
業
者
が
下
請
け
し
た
証
明
が
あ
れ
ば
、
市

内
業
者
活
用
と
同
等
と
い
う
こ
と
も
説
明
し
て
お
り
ま
す
、
と

の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
教
育
委
員
会
所
管
の
質
疑
の
中
で
、
図
書
館
費
の
外

構
整
備
工
事
千
三
百
十
万
円
に
関
連
し
て
、
昨
年
整
備
し
た
駐

車
場
と
玄
関
を
結
ぶ
通
路
整
備
、
及
び
そ
れ
に
伴
う
市
道
拡
幅

の
工
事
費
と
、
駐
輪
場
撤
去
に
よ
る
仮
設
駐
輪
場
の
借
り
上
げ

料
な
ど
を
計
上
し
た
と
の
説
明
に
対
し
、

　

仮
設
の
駐
輪
場
に
つ
い
て
は
、
仮
設
す
る
の
で
は
な
く
玄
関

前
の
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
の
中
に
き
ち
ん
と
つ
く
れ
ば
良
い
の
で

は
な
い
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

書
庫
棟
の
建
て
替
え
が
あ
り
、
前
の
駐
車
場
は
仮
囲
い
し
て

工
事
現
場
と
し
て
使
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
駐
輪
場
を

別
の
場
所
に
仮
設
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
、
と
の
答
弁
で

あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
税
務
課
所
管
の
質
疑
の
中
で
、「
議
第
五
十
六
号　

五
泉
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

に
関
連
し
て
、

　

今
回
農
業
被
害
も
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
農
耕
用
小
型
特
殊
自

動
車
の
税
も
上
が
る
こ
と
に
つ
い
て
一
年
遅
ら
す
な
ど
も
可
能

と
思
う
が
、
条
例
改
正
に
あ
た
っ
て
検
討
は
ど
の
よ
う
に
し
た

の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

税
で
あ
り
ま
す
の
で
公
平
性
を
保
つ
た
め
国
の
基
準
に
従
っ

て
改
正
す
る
こ
と
を
政
策
会
議
で
決
定
し
ま
し
た
、
と
の
答
弁

で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
細
部
に
わ
た
り
詳
細
な
る
質
疑
応
答
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

以
上
、
会
議
規
則
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
報
告
い
た
し

ま
す
。

　

去
る
九
月
五
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
事
件
は
、

議
第
五
十
六
号
　
五
泉
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　
制
定
に
つ
い
て

議
第
六
十
一
号
　
五
泉
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
条
例
を
廃
止
す

　
　
　
　
　
　
　
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
六
十
二
号
　
五
泉
市
学
校
給
食
給
食
費
徴
収
条
例
を
廃
止

　
　
　
　
　
　
　
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
六
十
三
号
　
平
成
二
十
六
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正
予

　
　
　
　
　
　
　
算
（
第
七
号
）
の
う
ち
本
委
員
会
所
管
に
属

　
　
　
　
　
　
　
す
る
事
項

請
願
第
五
　
　
　
「
学
費
と
教
育
条
件
の
公
私
間
格
差
是
正
に

　
　
　
　
　
　
　
む
け
、
私
立
高
等
学
校
へ
の
私
学
助
成
の
増

　
　
　
　
　
　
　
額
・
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」
の
採
択
に
関

　
　
　
　
　
　
　
す
る
請
願

　

以
上
の
五
件
で
あ
り
ま
す
。

　

審
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
当
局
の
出
席
を
求
め
慎
重
に
審

査
を
行
っ
た
結
果
、
お
手
元
に
配
付
申
し
上
げ
ま
し
た
委
員
会

審
査
報
告
書
、
請
願
審
査
報
告
書
に
記
載
の
と
お
り
、
決
定
し

た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
審
査
経
過
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
総
務
課
所
管
の
質
疑
の
中
で
、
防
災
行
政
無
線
に
係

る
修
繕
料
十
七
万
円
に
関
連
し
て
、

　

防
災
行
政
無
線
で「
や
ま
び
こ
」の
よ
う
に
な
っ
て
何
を
言
っ

て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
苦
情
が
あ
る
。
音
量
調
整
な

ど
で
技
術
的
に
対
応
で
き
な
い
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

ス
ピ
ー
カ
ー
の
向
き
を
微
調
整
し
て
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ

◎
鈴
木
　
良
民
　
　
　
相
田
　
　
豊
　
　
　
塚
野
　
　
弘
　
　
　
佐
藤
　
　
浩

○
猪
熊
　
　
豊
　
　
　
町
田
　
俊
夫
　
　
　
長
谷
川
政
弘

総
務
文
教
常
任
委
員
会 

審
査
報
告
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ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
各
議
案
に
対
す
る
主
な
る
質
疑
に
つ
い
て
順
次
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
議
第
五
十
七
号
五
泉
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
に
関
連
し
て
、

　

こ
の
条
例
中
、家
庭
的
保
育
事
業
等
に
お
け
る
職
員
の
配
置
基
準
、

及
び
食
事
の
提
供
方
法
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

　

ま
た
、
認
可
権
者
で
あ
る
五
泉
市
長
の
権
限
の
及
ぶ
範
囲
、
あ
わ

せ
て
、
こ
れ
ら
の
事
業
所
に
対
す
る
監
査
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

条
例
の
制
定
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
従
う
べ
き
基
準
と
参
酌
す
べ

き
基
準
、
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
職
員
の
配
置
基
準
に
つ
い
て
は
、
市
長
が
行
う
研
修
を
修

了
し
た
保
育
士
又
は
保
育
士
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
経
験
を
有
す

る
と
市
長
が
認
め
る
者
、
と
の
規
定
が
あ
り
ま
す
が
、
五
泉
市
で
は

現
在
、
こ
の
よ
う
な
研
修
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
く
ま
で

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
職
員
を
配
置
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
後
は
五
泉
市
と
し
て
、
人
材
を
育
成
し
て
い
く
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
度
の
条
例
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う

な
型
の
規
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
食
事
の
提
供
方
法
に
つ
い
て
は
、
自
園
に
お
け
る
調
理
が

基
本
と
な
り
ま
す
が
、
連
携
施
設
な
ど
か
ら
の
搬
入
も
可
能
で
あ
る

た
め
、
調
理
員
を
配
置
し
な
い
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
認
可
権
者
が
五
泉
市
長
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
事

業
所
に
お
い
て
、
条
例
や
法
律
な
ど
が
遵
守
さ
れ
な
い
場
合
、
そ
の

認
可
の
取
り
消
し
も
あ
り
得
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
市
長
は
、
行
政
指
導
及
び
行
政
処
分
ま
で
行
え
る
権
限

を
有
し
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
事
業
所
に
対
す
る
監
査
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
監
査
方
法
に
準
じ
て
、
五
泉
市
が
行
う
こ
と
に
な
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
し
、
そ
の
監
査
状
況
あ
る
い
は
指
摘
事
項
な
ど
を
、
公
表

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
、
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

次
に
、参
入
を
希
望
す
る
社
会
福
祉
法
人
や
民
間
企
業
な
ど
よ
り
、

現
在
問
い
合
わ
せ
は
き
て
い
る
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

来
年
か
ら
で
あ
り
ま
す
が
、
小
規
模
保
育
事
業
に
つ
い
て
、
計
画

が
一
件
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
、
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

次
に
、
議
第
五
十
八
号
五
泉
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
に
関
連
し
て
、

　

こ
の
条
例
中
、
特
定
教
育
・
保
育
施
設
が
正
当
な
理
由
と
し
て
、

保
護
者
か
ら
の
利
用
の
申
込
み
を
拒
否
す
る
も
の
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
が
考
え
ら
れ
る
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

特
定
教
育
・
保
育
施
設
は
、
保
護
者
か
ら
利
用
の
申
込
み
を
受
け

た
と
き
は
、
正
当
な
理
由
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
拒
ん
で
は
な
ら
な

い
、
と
条
例
で
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
認
定
申
請
の
際
に
、
虚

偽
の
申
し
出
な
ど
が
な
さ
れ
た
場
合
、
こ
の
理
由
に
該
当
す
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
仮
に
保
育
料
の
滞
納
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
れ
を
理
由
に
施

設
の
利
用
を
拒
ま
れ
る
と
し
て
も
、
五
泉
市
が
利
用
調
整
を
行
い
、

必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
、
と
の
答
弁

で
し
た
。

　

次
に
、
議
第
五
十
九
号
五
泉
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
に
関

連
し
て
、

　

こ
の
条
例
に
よ
り
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
つ
い
て
、
新
た
に
民

間
企
業
が
参
入
し
て
き
た
場
合
、
現
在
の
学
童
ク
ラ
ブ
と
の
区
割
り

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

現
在
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
五
泉
市
の
み
で
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
今
後
、
民
間
企
業
の
参
入
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の

対
応
に
つ
い
て
は
協
議
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
、
と

の
答
弁
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
細
部
に
わ
た
り
詳
細
な
る
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
ま
し

た
。以
上
、会
議
規
則
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

去
る
九
月
五
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

事
件
は
、

 

議
第
五
十
七
号
　
五
泉
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

　
　
　
　
　
　
　
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
五
十
八
号
　
五
泉
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

　
　
　
　
　
　
　
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
五
十
九
号
　
五
泉
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び

　
　
　
　
　
　
　
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
い
て

議
第
六
十
三
号
　
平
成
二
十
六
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正
予
算
　

　
　
　
　
　
　
　
（
第
七
号
）
の
う
ち
本
委
員
会
所
管
に
属
す
る
事

　
　
　
　
　
　
　
項

議
第
六
十
四
号
　
平
成
二
十
六
年
度
五
泉
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

　
　
　
　
　
　
　
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

議
第
六
十
五
号
　
平
成
二
十
六
年
度
五
泉
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補

　
　
　
　
　
　
　
正
予
算
（
第
二
号
）

議
第
六
十
九
号
　
平
成
二
十
六
年
度
五
泉
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

　
　
　
　
　
　
　
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　

以
上
の
七
件
で
あ
り
ま
す
。

　

審
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
当
局
の
出
席
を
求
め
慎
重
に
審
査
を

行
っ
た
結
果
、
お
手
元
に
配
付
申
し
上
げ
ま
し
た
委
員
会
審
査
報
告

書
に
記
載
の
と
お
り
、
決
定
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、審
査
経
過
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
ど
も
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
平
成
二
十
七
年
四
月
よ
り
施

行
さ
れ
る
議
第
五
十
七
号
、
議
第
五
十
八
号
及
び
議
第
五
十
九
号
の

条
例
に
つ
い
て
、
各
々
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
条
例
は
、
平
成
二
十
四
年
八
月
に
成
立
し
ま
し
た
「
子

ど
も
・
子
育
て
関
連
三
法
」
が
、
平
成
二
十
七
年
四
月
に
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
こ
の
度
、
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
り

◎
牛
膓
　
利
栄
　
　
　
林
　
　
　
茂
　
　
　
剣
持
　
雄
吾
　
　
　
安
中
　
　
聡

○
佐
藤
　
　
渉
　
　
　
長
谷
川
真
介
　
　
　
松
井
　
　
聡

市
民
厚
生
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

（◎委員長　○副委員長）
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（◎委員長　○副委員長）

査
を
行
っ
た
結
果
、
お
手
元
に
配
付
申
し
上
げ
ま
し
た
、
委
員

会
審
査
報
告
書
及
び
請
願
審
査
報
告
書
、
な
ら
び
に
議
決
不
要

報
告
書
に
記
載
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
た
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
審
査
経
過
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
農
林
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
治
山
事
業
の
う
ち

測
量
等
委
託
料
六
十
万
円
に
つ
い
て
、
次
年
度
の
県
単
補
助
事

業
を
要
望
す
る
た
め
の
測
量
委
託
で
あ
る
と
の
説
明
を
受
け
、

そ
の
採
択
基
準
は
、
地
す
べ
り
防
止
区
域
の
保
全
対
象
と
し
て

関
係
戸
数
が
一
戸
で
よ
い
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

小
規
模
補
助
治
山
事
業
は
、
人
家
一
戸
の
場
合
で
該
当
に
な

り
、
二
戸
以
上
に
な
り
ま
す
と
県
営
の
治
山
事
業
が
可
能
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
市
内
に
は
、
地
す
べ
り
や
崩
壊
の
危
険

箇
所
が
結
構
あ
る
と
思
う
が
、集
落
に
十
分
周
知
を
し
な
が
ら
、

林
業
を
守
り
住
宅
を
守
る
と
い
う
の
が
基
本
で
あ
り
、
今
後
よ

く
注
意
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
く
べ
き
、
と
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
都
市
整
備
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
事
業
全
体
に

渡
っ
て
こ
れ
だ
け
多
く
の
工
事
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
発
注
す
る

段
階
で
安
全
施
設
の
関
係
は
設
計
に
入
っ
て
い
る
の
か
、
と
た

だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

安
全
施
設
に
つ
い
て
は
、
直
接
で
は
な
く
経
費
計
上
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
安
全
の
形
に
つ
き
ま
し
て
は
、
完
了
検
査

の
時
に
写
真
で
管
理
す
る
部
分
と
、
業
者
の
方
が
自
主
的
に
実

施
し
て
い
る
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

一
緒
に
現
場
を
視
察
し
た
後
、
討
論
を
し
て
改
善
を
申
し
出
る

と
い
う
形
に
し
て
お
り
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
工
事
中
に
夜
間
の
安
全
施
設
に
つ
い
て
、
市
は
パ

ト
ロ
ー
ル
を
す
る
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

三
年
ほ
ど
前
に
、抜
き
打
ち
で
回
っ
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

去
年
と
今
年
は
ま
だ
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
計
画
を
し
て
や

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
事
故
が
あ
っ
て
は
遅
い
の
で
、
本
当
に
安

心
・
安
全
な
工
事
を
市
全
体
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
安
全
管
理

に
努
め
て
も
ら
い
た
い
、
と
の
要
望
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
上
下
水
道
局
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、「
議
第
六
十
号

五
泉
市
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
に
関
連
し
て
、
第
五
期
事
業

計
画
区
域
に
は
、
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
対
象
が
約
二
十

件
と
い
う
こ
と
だ
が
、
全
体
で
は
ど
の
く
ら
い
か
、
と
た
だ
し

た
と
こ
ろ
、

　

概
数
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、約
八
百
件
程
度
で
ご
ざ
い
ま
す
、

と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
面
積
の
上
限
を
千
平
方
メ
ー
ト
ル
に
設
定
す
る
過

程
で
、
例
え
ば
六
百
平
方
メ
ー
ト
ル
や
九
百
平
方
メ
ー
ト
ル
で

は
ど
の
く
ら
い
の
人
が
該
当
と
な
る
か
を
検
討
し
た
の
か
、
と

た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

六
百
平
方
メ
ー
ト
ル
で
も
検
討
を
し
て
お
り
、
該
当
件
数
は

約
五
十
件
程
度
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
、
と
の
答

弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
細
部
に
わ
た
り
詳
細
な
る
質
疑
応
答
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

以
上
、
会
議
規
則
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
報
告
い
た
し

ま
す
。

　

ま
ず
、
三
月
二
十
八
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に

付
託
さ
れ
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
事
件
は
、

発
議
第
二
号
　
　
五
泉
市
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
い
て

　

以
上
、
一
件
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
九
月
五
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
事
件
は
、

議
第
六
十
号
　
　
五
泉
市
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
い
て

議
第
六
十
三
号
　
平
成
二
十
六
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正
予

　
　
　
　
　
　
　
算
（
第
七
号
）
の
う
ち
本
委
員
会
所
管
に
属

　
　
　
　
　
　
　
す
る
事
項

議
第
六
十
六
号
　
平
成
二
十
六
年
度
五
泉
市
下
水
道
事
業
特
別

　
　
　
　
　
　
　
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

議
第
六
十
七
号
　
平
成
二
十
六
年
度
五
泉
市
簡
易
水
道
事
業
特

　
　
　
　
　
　
　
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

議
第
六
十
八
号
　
平
成
二
十
六
年
度
五
泉
市
川
東
財
産
区
一
般

　
　
　
　
　
　
　
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

議
第
七
十
一
号
　
平
成
二
十
六
年
度
五
泉
市
水
道
事
業
会
計
補

　
　
　
　
　
　
　
正
予
算
（
第
二
号
）

請
願
第
六
　
　
　
政
府
に
よ
る
緊
急
の
過
剰
米
処
理
を
求
め
る

　
　
　
　
　
　
　
請
願

　

以
上
、
七
件
で
あ
り
ま
す
。

　

審
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
当
局
の
出
席
を
求
め
慎
重
に
審

◎
広
野
　
　
甲
　
　
　
鈴
木
　
光
規
　
　
　
熊
倉
　
政
一

○
平
井
　
敏
弘
　
　
　
阿
部
　
周
夫
　
　
　
伊
藤
　
昭
一

建
設
産
業
常
任
委
員
会 

審
査
報
告
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審
査
は
、
去
る
九
月
十
二
日
、
十
六
日
、
十
七
日
、
十
八
日
、

十
九
日
の
五
日
間
に
わ
た
っ
て
行
い
ま
し
た
。
当
局
の
出
席
を

求
め
慎
重
に
審
査
を
い
た
し
ま
し
た
結
果
、
次
の
よ
う
に
、
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
一
、
違
法
と
認
め
る
事
項
　
　
　
　
　
　
　
　
な
し

　
二
、
不
当
と
認
め
る
事
項
　
　
　
　
　
　
　
　
な
し

　
三
、
特
に
留
意
す
べ
き
事
項
　
　
　
　
　
　
　
な
し

　
四
、
監
査
委
員
の
審
査
意
見
に
対
す
る
意
見
　
な
し

　

な
お
、
委
員
か
ら
の
要
望
意
見
と
し
て
、
消
防
職
員
の
火
災

出
動
手
当
が
三
百
円
と
い
う
の
は
、
い
か
が
な
も
の
か
。
広
島

県
で
は
子
供
の
救
助
に
当
た
っ
て
い
た
消
防
職
員
が
土
石
流
に

飲
み
込
ま
れ
て
死
亡
す
る
と
い
う
事
件
も
起
き
て
い
る
。
命
を

張
っ
て
職
務
を
行
う
際
の
手
当
と
し
て
は
あ
ま
り
に
も
安
す
ぎ

る
の
で
強
く
改
善
を
求
め
る
。

　

ま
た
、
保
育
園
で
の
園
児
の
受
け
入
れ
超
過
に
つ
い
て
は
、

定
員
の
百
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
は
法
律
の
許
容
範
囲
だ
と

い
う
こ
と
だ
が
、
定
数
割
れ
し
て
い
る
保
育
園
へ
の
調
整
を
図

り
な
が
ら
、
定
数
内
で
の
健
全
な
保
育
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
後
、
下
水
道
の
説
明
会
に
お
い
て
は
、
市
民
か
ら

下
水
道
に
入
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
姿
勢
で
、
わ
か
り
や
す
く

丁
寧
な
説
明
を
心
が
け
ら
れ
る
こ
と
を
望
む
。

　

な
お
、「
議
会
で
決
ま
っ
た
か
ら
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳

に
す
る
が
、
市
民
に
対
し
、
議
会
が
一
方
的
に
決
め
た
よ
う
な

誤
解
を
招
く
の
で
、
今
後
は
「
当
局
が
提
案
し
て
議
会
で
承
認

し
て
も
ら
っ
た
」
な
ど
と
正
確
な
話
を
し
て
も
ら
い
た
い
、
と

い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
本
委
員
会
に
お
い
て
、
当
局
提
出
資
料
に
対
し
て

再
三
の
訂
正
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
度
重
な
る
間
違
い
に
対
し
、

五
十
嵐
副
市
長
の
出
席
を
求
め
厳
重
に
注
意
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　　

以
上
、
会
議
規
則
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
報
告
い
た
し

ま
す
。

　

去
る
九
月
三
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、休
会
中
審
査
と
し
て
、

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
事
件
は
、

認
定
第
一
号   

平
成
二
十
五
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

　
　
　
　
　
　
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
二
号   

平
成
二
十
五
年
度
五
泉
市
国
民
健
康
保
険
特
別

　
　
　
　
　
　
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
三
号   

平
成
二
十
五
年
度
五
泉
市
介
護
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
四
号   

平
成
二
十
五
年
度
五
泉
市
下
水
道
事
業
特
別
会

　
　
　
　
　
　
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
五
号   

平
成
二
十
五
年
度
五
泉
市
簡
易
水
道
事
業
特
別

　
　
　
　
　
　
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
六
号   

平
成
二
十
五
年
度
五
泉
市
川
東
財
産
区
一
般
会

　
　
　
　
　
　
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
七
号   

平
成
二
十
五
年
度
五
泉
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

　
　
　
　
　
　
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
八
号   

平
成
二
十
五
年
度
五
泉
市
水
道
事
業
会
計
決
算

　
　
　
　
　
　
の
認
定
に
つ
い
て

議
第
七
十
号
　
平
成
二
十
五
年
度
五
泉
市
水
道
事
業
剰
余
金
の

　
　
　
　
　
　
処
分
に
つ
い
て

以
上
の
九
件
で
あ
り
ま
す
。

◎
剣
持
　
雄
吾
　
　
長
谷
川
真
介
　
　
阿
部
　
周
夫
　
　
松
井
　
　
聡

○
佐
藤
　
　
浩
　
　
相
田
　
　
豊
　
　
広
野
　
　
甲

決
算
審
査
特
別
委
員
会 

審
査
報
告

（◎委員長　○副委員長）
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平成25年度　決算の概要

　平成25年度の各会計の決算状況は次のとおりでした。

　一般会計の決算状況を簡単にまとめると、平成25年度の一年間で、238億476万円の収入があり、

227億9,741万円を支出しました。収支差引は10億735万円の黒字ですが、翌年度へ繰り越した事業の

財源に9,890万円を充当したので、これを差し引きした実質収支は９億845万円になりました。

◆各会計の決算状況

一般会計

特　　別　　会　　計 企業会計

国民健康 
保　　険

介護保険 下水道事業
簡易水道 
事　　業

川東財産区
後期高齢者 
医　　療

水道事業（税込）

歳入
238億 
  476万円

59億 
  3,217万円

56億 
  7,986万円

33億　　 
  1,026万円

6億　　　 
  246万円

 
  413万円

4億　　　 
  7,000万円

収益的 
収　支

収入 10億3,336万円

支出 7億9,507万円

歳出
227億 
  9,741万円

58億 
  3,217万円

55億 
  8,978万円

33億　　 
  826万円

6億　　　 
  241万円

 
  31万円

4億　　　 
  5,982万円

資本的 
収支※1

収入 3億3,185万円

支出 7億5,506万円

※1 資本的収支の収入不足額4億2,321万円は、内部留保資金等で補てんした。

◆一般会計の決算概要 （1万円未満は四捨五入のうえ調整）

（１万円未満は四捨五入）

市税
23％　53億5,482万円

その他依存財源
３％　８億1,094万円

県支出金
５％　12億6,520万円

国庫支出金
９％　22億3,234万円

総務費
11％　25億6,310万円

民生費
30％　67億5,124万円

衛生費
６％　14億7,949万円

労働費
１％　7,165万円

農林水産業費
３％　６億7,063万円

諸収入
４％　10億5,006万円

分担金・負担金
２％　３億4,916万円

その他自主財源
５％　11億4,431万円

地方交付税
31％　72億6,913万円

公債費
16％　37億2,296万円

教育費
11％　25億349万円

市債
18％　43億2,880万円

歳出総額

227億

9,741万円

議会費
１％　１億8,928万円

消防費
７％　17億2,505万円

土木費
９％　20億3,995万円

商工費
５％　10億8,057万円

歳入総額

238億

476万円

自主財源
　33％
　　78億9,835万円

自主財源
　33％
　　78億9,835万円

依存財源
67％
159億641万円

依存財源
67％
159億641万円
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【〇：賛成、×：反対、―：棄権】議員別議案賛否一覧表

提
　
出
　
者

議

案

番

号

議
　
案
　
名

議

決

結

果

議　　　　員　　　　名　　（議席番号順）

安
中
　
　
聡

佐
藤
　
　
浩

長
谷
川
政
弘

伊
藤
　
昭
一

松
井
　
　
聡

塚
野
　
　
弘

佐
藤
　
　
渉

平
井
　
敏
弘

牛
膓
　
利
栄

熊
倉
　
政
一

広
野
　
　
甲

剣
持
　
雄
吾

鈴
木
　
良
民

町
田
　
俊
夫

阿
部
　
周
夫

相
田
　
　
豊

長
谷
川
真
介

鈴
木
　
光
規

猪
熊
　
　
豊

林
　
　
　
茂

市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議第53号
専決処分の報告承認について
〔平成26年度五泉市一般会計補正予算（第５号）〕

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
１

議第54号
専決処分の報告承認について
〔平成26年度五泉市一般会計補正予算（第６号）〕

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第55号
専決処分の報告承認について
〔平成26年度五泉市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）〕

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第56号 五泉市税条例の一部を改正する条例の制定について 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第57号
五泉市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例の制定について

可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第58号
五泉市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の制定について

可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第59号
五泉市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例の制定について

可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第60号
五泉市下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

議第61号 五泉市学校給食センター条例を廃止する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第62号 五泉市学校給食給食費徴収条例を廃止する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第63号 平成26年度五泉市一般会計補正予算（第７号） 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第64号 平成26年度五泉市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第65号 平成26年度五泉市介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第66号 平成26年度五泉市下水道事業特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

議第67号 平成26年度五泉市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議第68号 平成26年度五泉市川東財産区一般会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第69号 平成26年度五泉市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第70号 平成25年度五泉市水道事業剰余金の処分について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議第71号 平成26年度五泉市水道事業会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議第72号 平成26年度五泉市一般会計補正予算（第８号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第１号 平成25年度五泉市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

認定第２号
平成25年度五泉市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の
認定について

認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

認定第３号
平成25年度五泉市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定
について

認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

認定第４号
平成25年度五泉市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定
について

認定 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

認定第５号
平成25年度五泉市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の
認定について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

認定第６号
平成25年度五泉市川東財産区一般会計歳入歳出決算の認定
について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第７号
平成25年度五泉市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の
認定について

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第８号 平成25年度五泉市水道事業会計決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

請
　
願

請願第５
「学費と教育条件の公私間格差是正にむけ、私立高等学校への
私学助成の増額・拡充を求める意見書」の採択に関する請願

採択 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○ × ○

請願第６ 政府による緊急の過剰米処理を求める請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
　
　
　
員

発議第９号
自然災害による農作物被害に対する早急な農業者支援に
関する決議

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第10号 決算審査方法に関する動議 否決 ○ × × × × － × × × × × × × × × × × × ○

発議第11号
学費と教育条件の公私間格差是正にむけ、私学助成の増額・
拡充を国に求める意見書の提出について

可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

発議第12号
学費と教育条件の公私間格差是正にむけ、私学助成の増額・
拡充を県に求める意見書の提出について

可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × ○ × ○

発議第13号 政府による緊急の過剰米処理を求める意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第14号
来年10月からの消費税10％増税の中止を求める意見書の
提出について

可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ × ○

※１ 法律に特別の定めがある場合を除く外、地方自治法第116条の規定により、議長は表決に加わっていません。
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一般質問（通告順）

　９月定例会では12人の議員が一般質問を行いました。通告順に従い、質問者一人につ
き２件まで、その要旨をお知らせします。
　また、佐藤 浩議員の「災害への対応について」の質問に引き続き、阿部周夫議員から
当局に対する関連質問(※1)も行われました。

※１ 関連質問
　　一般質問を行わない議員が、その時の質問者と議長の許可を得た上で、質問者の残時間の範
　　囲内で、一項目に限り10分以内で行うことができる質問です。

猪熊　　豊
◦村松の住居表示は、住民の願いである慣れ親しんだ通称名を町名に
◦冬の寒さから高齢者などの命を守るため、暖房費補助の実施を

町田　俊夫
◦基幹産業のコメ大打撃は五泉市の存亡が危惧される大問題
◦人気急上昇のふるさと納税、五泉市は特典導入を速やかに図るべき

安中　　聡
◦平成12年以前着工の木造住宅も耐震診断、改修の範囲に含むべき
◦「第２給与」「癒着の象徴」とも呼ばれる政務活動費を廃止すべき

広野　　甲
◦高齢者のボランティアポイント制度で社会参加を促し、介護予防に
◦消費者教育の充実をはかり、子どもや若者の消費者トラブル予防を

熊倉　政一
◦ボランティア活動や環境活動を通じて入手できる地域通貨で、地域

経済と環境活動を活性化させるシステムの導入を提案する

剣持　雄吾
◦防災対策・記録的豪雨に対する対策・早めの避難勧告、避難指示
◦教育・防犯対策・防犯ブザーの配付について・補充等について伺う

伊藤　昭一
◦台風11号による農作物被害に対する救済措置と風速計の設置を
◦西公園は五泉市の玄関口、市民から愛され親しまれる公園整備を

佐藤　　浩
◦五泉市も集中豪雨が原因で災害が発生する可能性があるが、災害へ

の対応について防災面や避難計画等、現在どうなっているのか

松井　　聡
◦非番消防署員が、６月21日火災時の非常招集に一部参集できなかっ

た経緯と責任、呼集方法についてと今後の改善策を問う

相田　　豊 ◦住居表示と愛宕・山王中学校統合の今後について

鈴木　良民
◦五泉市防災マップを見直し、局地的集中豪雨災害に対応すべき
◦防災教育で、こども目線で作成する「こども防災マップづくり」を

塚野　　弘
◦五泉市の土砂災害危険個所に対する予防計画の着実な推進を
◦市発注工事の市内企業の下請け請負を強力に働きかけるべき
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当局報告について

　定例会初日の9月3日に、市長から次のとおり

当局報告がありました。

◆台風11号による農業被害について

　去る８月10日に通過した台風11号の影響による

農業被害について、ご報告申し上げます。

　この度の台風11号につきましては、消防本部に

おける観測によると、被害が発生したと考えられる、

９日深夜から10日早朝の間で、最大風速は13.1m/s、

気温は最高25.0℃、最低23.8℃の記録ではありまし

たが、被害発生地域におきましては、より強風・高

温の状況になったものと想定されるところでありま

す。

　農作物の被害状況でありますが、水稲につきまし

ては、川東地区全域及び巣本・木越・川内地区等の

一部において、「白穂」及び「変色籾」の発生がみられ、

当初1,700haと見込んでおりましたが、再調査の結

果、程度の大小合わせおよそ1,200haであり、被害

金額は、現段階で約２億9,000万円が見込まれると

思っております。

　なお、畑作物の関係につきましては、里芋の葉な

どに損傷が見られるものの、生育への影響が懸念さ

れる被害には至っていないものと考えております。

　また、農業施設につきましては、パイプハウス３

棟のビニールの破損を確認しております。

　今後の対策につきましては、農業共済金の早期支

給を関係団体に要請し、転作対応の加工用米等の減

収に伴う出荷契約の変更、いわゆる作況調整につき

ましては、関係機

関・団体と連携を

密に進めるととも

に、市の制度資金

や県・団体の資金

等の活用も十分検

討してまいりたい

と考えております。

発 議 に つ い て

請 願 に つ い て

―― 次の請願を採択しました。――

◆請願第５

「学費と教育条件の公私間格差是正にむけ、私立

高等学校への私学助成の増額・拡充を求める意見

書」の採択に関する請願

【提 出 者】新潟県私学の公費助成をすすめる会

　　　　　　会長　中村　直美

【紹介議員】長谷川　政弘

◆請願第６

政府による緊急の過剰米処理を求める請願

【提 出 者】農民運動新潟県連合会

　　　　　　代表者　鶴巻　純一

【紹介議員】猪熊　　豊

　― 以下の発議を可決しました。―

　― 以下の発議を否決しました。―

　発議第11号～13号は、請願第５～６を付託された常任
委員会がそれぞれ「採択すべきもの」と決したため、各常
任委員会の委員が発議したものです。
　意見書については、すみやかに関係省庁へ提出しました。

◆発議第９号
自然災害による農作物被害に対する早急な農業者支援に関
する決議
【提出議員】熊倉　政一 外18名

◆発議第11号
学費と教育条件の公私間格差是正にむけ、私学助成の増
額・拡充を国に求める意見書の提出について
【提出議員】鈴木　良民 外６名
【送 付 先】衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、
　　　　　　文部科学大臣、財務大臣、総務大臣

◆発議第12号
学費と教育条件の公私間格差是正にむけ、私学助成の増
額・拡充を県に求める意見書の提出について
【提出議員】鈴木　良民 外６名
【送 付 先】新潟県知事

◆発議第13号
政府による緊急の過剰米処理を求める意見書の提出につい
て
【提出議員】広野　　甲 外５名
【送 付 先】衆議院議長、参議院議長

◆発議第10号
決算審査方法に関する動議
【提出議員】猪熊　　豊

◆発議第14号
来年10月からの消費税10％増税の中止を求める意見書の提
出について
【提出議員】塚野　　弘 外11名
【送 付 先】衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、
　　　　　　財務大臣
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十
一
月
十
五
日「
七
五
三
」で
す
。

子
供
の
健
康
と
成
長
を
祝
う
行
事

で
、
現
在
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る

「
七
五
三
」
は
、
も
と
も
と
は
三
代

将
軍
徳
川
家
光
の
四
男
徳
松
（
の
ち

の
五
代
将
軍
綱
吉
）
の
身
体
が
虚
弱

だ
っ
た
の
で
、
五
歳
の
祝
い
を
慶
安

三
年
十
一
月
十
五
日
に
と
り
行
っ
た

の
が
は
じ
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
「
七
五
三
」
の
本
来
の

意
味
は
、
や
っ
と
一
人
歩
き
す
る
三

歳
、
何
で
も
や
り
た
が
る
五
歳
、
社

会
に
仲
間
入
り
す
る
た
め
の
七
歳

と
、
子
供
の
成
長
の
節
々
に
厄
災
に

対
す
る
抵
抗
力
を
つ
け
る
た
め
の
歳

祝
だ
そ
う
で
す
。
体
調
の
変
わ
る
年

齢
で
も
あ
り
、「
七
五
三
」
と
し
て

子
供
に
成
長
を
自
覚
さ
せ
、
親
も
過

保
護
に
な
ら
な
い
よ
う
戒
め
た
と
の

こ
と
で
す
。

　

さ
て
、
現
代
の
親
子
関
係
は
ど
う

で
し
ょ
う
。
先
人
の
教
え
を
改
め
て

考
え
る
よ
い
機
会
で
は
な
い
で
す
か
。

■
広
報
委
員
会

　

委

員

長　

佐
藤　
　

渉

　

副
委
員
長　

鈴
木　

良
民

　

委　
　

員　

鈴
木　

光
規

　
　

〃　
　

阿
部　

周
夫

　
　

〃　
　

熊
倉　

政
一

　
　

〃　
　

松
井　
　

聡

　
　

〃　
　

伊
藤　

昭
一

編

集

後

記


